
あたりまえの風景に

あたりまえの生き物に

あたらしいときめきがある！

市立

 

撮影：土居幸雄さん

博物館だよりはホームページでもご覧いただけます。http://www.city.ichikawa.chiba.jp/shisetsu/haku/
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Ｐ５　　街かど自然探訪
　　　　末広・鳥の古巣さがし　

　　　　くすのきのあるバス通りから
　　　　カワラケツメイを見ました

Ｐ６　　むかしの写真で見る 昭和の風景
　　　　行徳沖の海苔漁場

Ｐ７　　わたしの観察ノート
　　　　9月～10月ごろの記録

Ｐ８　　行事案内　

 

Ｐ１　　いきもの写真館
　　　　マヒワ

Ｐ２　　同じ場所を何度か訪れる
　　　　堀 之 内 貝 塚 ・ 小 塚 山 公 園
　　　　　　　　11月21日　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　

Ｐ４　　花屋の花を観察する
　　　　　シクラメン
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【明るくなった林内】 

11月中旬を過ぎ、木々の葉が美しく色づいていま

した。市川あたりでは野生のモミジはなく、堀之内

貝塚や小塚山公園の雑木林は、イヌシデやコナラな

どの葉で黄色からオレンジ色に染め上がります。

「紅葉」という現象は葉の色が変わることと同時に、

緑の色素が分解され光の透過率が高まることでも

あります。木々の葉に注いだ太陽の光は、夏は跳ね

返されて濃い影を作りますが、秋は葉を通して林内

にまで差し込みます。夏と違って斜めから射す日差

しも、林内をいっそう明るくします。堀之内貝塚に

多いクヌギを下から見上げると、木の先端の「樹冠」

も明るく色づき、クヌギの太い枝がくっきりと見え

るようになっていました。 
大きな木のようすは堀

之内貝塚も小塚山公園も

同じですが、過去の強い

草刈りの影響で低木が少

ない堀之内貝塚は林内全

体が明るく、逆に低木が

豊かに茂る小塚山公園は、

林の上層は明るく色づき、

下層は常緑樹が濃い緑色

を保っていました。  
常緑樹を好む野鳥のメ

ジロや蝶のムラサキシジ

ミは、小塚山公園の方で

見かけました。

同じ場所を何度か訪れる 

堀之内貝塚・小塚山公園 
11月21日 

堀之内貝塚の林内 

クヌギを見上げた 
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【おいしい実、甘い花】

どちらの林でも、野鳥のヒヨドリの声が

にぎやかでした。ちょうどムクノキの実が

熟す時期で、何本もあるムクノキの大木に

群がっているようでした。この日は、ムク

ノキ、シロダモ、ヒヨドリジョウゴの実が

とても目につきました。エノキの実は、時

期が過ぎたのか、地面に落ちているばかり

でした。  
数少ない花も、野鳥のメジロやハナアブ

などの昆虫には重要な存在です。シロダモ

は実だけでなく花も満開で、どちらの林で

も見ることができました。ヤツデは、低木

が豊富な小塚山公園に多く、大きな株はど

れも花茎を伸ばし、たくさんの花を咲かせ

ていました。  
園路にはイヌシデのタネがいたるとこ

ろにありました。カワラヒワなどの野鳥は

小さくて硬いイヌシデのタネを割って、中

身を器用に食べます。 
【大量に植えられたシュンラン】 

小塚山公園の一部に、シュンランの株が

大量に植えられていました。前回歩いた時

には気づかなかったので、わりと最近にな

って植えられたのでしょう。同様のことは

大町公園でもあり、大町公園では園路にそ

って等間隔に点々とシュンランの株が見ら

れます。  
小塚山公園にも堀之内貝塚にも自生のシ

ュンランがあります。これまでも毎年、花

を見つけて大切にカメラに収める人と、根

こそぎ掘り取ってしまう人とがいて、自然

を愛するということの意味を考えさせられ

てきましたが、これからは「意図をもって

植える」という行為も含めて考えなければ

ならないようです。遺伝子レベルの問題を 
 

抜きにすれば、シュンランを植える行為は、

希少な野鳥を人工的に増殖して野に放つ行

為と本質的に違いはないのでしょう。「掘ら

れてなくなったものを、よみがえらせてい

る」という理屈もなりたちます。一方で、

せっかく見つけたシュンランの花が誰かが

植えたものであることに気づいてしまえば、

花を見つけた喜びはたちどころに興ざめし

てしまうかもしれません。  
 「保護区」を作って立ち入りを制限する

考えもあるでしょう。ですが、自然を訪ね

る行為は本来自由なものです。市川のよう

な人口の多い市街地において、残されたわ

ずかな自然がどうあるべきか、わたしたち

はどう向き合うべきか。都市の自然ならで

はの課題なのかもしれません。  

 

上左：ムクノキ（実） 

上右：ヤツデ（花） 

中左：シロダモ（花） 

中右：シロダモ（実） 

下：ヒヨドリジョウゴ 
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シクラメンは、冬の室内を彩る人気の鉢花

です。赤やピンクの花びらは根元でつながっ

ています。「合弁花」と呼ばれる花の形のタ

イプです。分類上はサクラソウ科に属します。

ただ、花がラッパ型に細長いプリムラ類など

とは別のグループとして、シクラメン類だけ

でまとまったグループになっています。 

多くの植物の場合、わたしたちは花を正面

から見て観賞します。シクラメンの場合は

「花の横姿」を見て楽しみます。エンジェル

トランペット（キダチチョウセンアサガオ

類）も同じです。ともに下を向いた状態で花

を咲かせるからです。 

シクラメンの花を正面から（つまり下か

ら）見ると、花びらの根元が筒状になってい

ることや、そのなかに「おしべ」「めしべ」

といった花の部品がちゃんと収まっている

ことがわかります（写真1）。花びらだけを

切り離して平らにすると、ごく普通の花の形

であることもわかります（写真2）。そして、

花びらとがく片を取り除いて拡大すると、花

の内部もよく見えます（虫めがねやルーペが

あるとよくわかります）。「おしべ」は細長い

三角形で、5枚の「おしべ」に囲まれて1本

の「めしべ」が突き出るように伸びています

（写真3）。 

シクラメンの花をよく観察すると、平凡な

タイプの形の花ということがわかります。 

花屋の花を観察する 

シ ク ラ メ ン 

写真１ 

花を下からのぞ 

いた様子。 

写真２ 

花びらを広げて 

みた様子。 

写真３ 

シクラメンの花の内部（おしべとめしべ） 
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くすのきのあるバス通りから №91 
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A・鳥の古巣さがし 

 15年ほど前、街中で鳥の古巣を探す親

子観察会を行いました。その時に行徳図

書館のカイヅカイブキで古巣を発見した

のを思い出し、久しぶりに探してみまし

た。ところが結果は０個でした。図書館

から七中にかけての植木の茂みの中を、

一本ずつのぞいて歩きました。公園や街

路樹も見ましたが、見つかりませんでし

た。七中のサクラでシジュウカラ、公園

の地面で群れるスズメ、ハクセキレイや

にぎやかに鳴くヒヨドリなど、鳥の姿は

見られました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 この秋、カマキリが二階の軒下に卵を

産みつけました。昨年は自転車のカゴ、

ほぼ同じ位置で、家の南西角の「地上」

か「屋根近く」の違いです。なぜ今年は

高い位置なのか、違うカマキリなのにこ

のあたりを選ぶのか疑問です。 

 東菅野４丁目の本北方橋付近は新しい

道路の工事のため、植込みがなくなり、

歩道や車道の位置が変わったりします。

新しくつくられた縁石の脇に土がある所

があり、草が生えていました。放射状に

４０ｃｍ位枝が広がり、黄色い花が咲い

ていました。「葉は細かいオジギソウ風

だからマメ科かな？でも花はマメじゃな

い！帰化植物かも」。家に戻り、帰化植

物図鑑を見ました。載っていないので、

野草の図鑑を見ました。「カワラケツメ

イ(マメ科)」でした。初めてみて「変だ

な。日本の植物じゃないかも」と思った

のは勉強不足のせいでした。しばらくし

て防音壁をそこに建てるため草は抜かれ

てしまいました。どこから種がきたので

しょう。工事用の土に混じっていたので

しょうか。上の方になったので発芽した

のでしょうね。 

（M.M.） 

ｶｶﾜﾜﾗﾗｹｹﾂﾂﾒﾒｲｲをを見見ままししたた     

  

△行徳図書館の植木で、以前古巣を発見したことがあり

ます。 
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昭和４９（１９７４）年 撮影 

行 徳 沖 の 海 苔 漁 場 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

むかしの写真でみる 
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◆長田谷津より 

・ミツバアケビが今年は良く実っていま

す(10/5)。ツルが棚状になっている場

所が２カ所あって、どちらもいくつも

実がぶら下がっていました。割れてい

る実もありました。 

・コナラのどんぐりは時々不作の年があ

りますが、今年は豊作でした(10/13)。 

   金子謙一(自然博物館) 

◆真間山周辺より 

・普段あまり見かけないチョウが飛んで

きました(南側の斜面林下)(9/18)。調

べてみたら、アカボシゴマダラという

のによく似ていました。すみかを拡大

している外来種というような記述もあ

りました。 

・南側斜面林下の民家の垣根にヘビを発

見しました(9/26)。全長80cm位でした。

アオダイショウでしょうか。ちょっと

びっくりしました。 

   M.T.さん 

◆小塚山より 

・散歩していたら、“オーアーオー”と

いうアオバトの声が、しばらく聞こえ

ました(10/21)。 

道下誠さん(中国分在住) 

◆里見公園より 

・小雨降る里見公園奥、わずかに鳥の声

のするタブノキを見上げたところ、サ

ンコウチョウの雌タイプ１羽の外、同

行のシジュウカラとコゲラを確認しま

した(9/11)。サンコウチョウは昨年中

見る機会に恵まれず、２年ぶりの嬉し

い出会いとなりました。  

 

◆江戸川より 

・川べりの波消しブロックでアオサギ２

羽が休んでいましたが、そのうちの１

羽が片足立ちをしていました(10/13)。

長い脚なのに見事なバランス感覚です。 

◆坂川旧河口一帯より 

・旧堤防(上流側)左岸土手上から水面に

枝を伸ばす木の枝先にカワセミ１羽が

とまり、辺りを飛び回っていた３羽の

ヒヨドリの群れのうちの１羽が同じ枝

のたった50cmほどしか離れていないと

ころにとまりました(9/7)。ところが、

ヒヨドリを追い払うような様子も見せ

ず、いたって無関心。両者が狙うエサ

がまったく異なるためなのでしょうか。 

・アオアシシギ１羽がオギ原先江戸川沿

いを下流に向かって飛び去りましたが、

その際、可愛い声で二声鳴きました

(9/11)。一帯では、シギ類が降りて餌

を採る場所が無く、10年前の観察も飛

翔する姿でした。 

・ビオトープ池上流のオギ原、一際背の

高いブタクサのてっぺんに止まってい

たノビタキ１羽が、垂直に飛び上がっ

たかと思った瞬間、そのままの高さで

江戸川を渡って西へ飛んでいきました

(10/19)。 

以上 根本貴久さん(菅野在住) 

 

気温が高く、台風が多く通過しました。

特に10月16日朝の台風26号の強風と大雨

によって、市内でも被害があり、大柏川

第一調節池にたっぷり水が入りました。 
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行 事 案 内 
  

 

長田谷津 散 策 会   お申し込みの必要はありません（雨天中止）。 

毎月１回、長田谷津(大町自然観察園)の四季折々の風景を楽しみます。 

・日 時   １月４日㊏、２月１日㊏、３月１日㊏、 

 午前10時～11時30分  

・集合場所  動物園券売所前 午前10時 

 

 自 然 講 座   お申し込みの必要はありません。直接会場へお越しください。 

＊会 場  八幡市民談話室(国道14号線 本八幡交差点角) 

＊時 間  午後６時～８時 
   日にち        テーマ                     担 当     

１月18日㊏ 「市川のクロマツ(林の遷移について)」  金子 謙一 

１月25日㊏ 「企画展『生き物の成長』を終えて」   宮橋美弥子 

２月 １日㊏ 「千葉県のガ類⑧『シャクガ科(1)』」   清野 元之 

 ２月 ８日㊏ 「市街地のいきもの ２」        須藤 治   

 

長長 田田 谷谷 津津 ボボラランンテティィアア    

  

湿地の環境整備  をお手伝いしてくださいませんか。    （雨天中止） 

・日 時   12月22日㊐、１月26日㊐、２月23日㊐、 午前10時～12時  

・集合場所  観賞植物園入り口 午前10時 

・はじめて参加される方は…湿地の中に入る作業もあります。作業内容や身支度、駐車場

などについてご案内いたしますので、ご面倒でもまずは博物館

にお電話でお問い合わせください。 

 

 

野 草 名 札 付 けのお手 伝 い  をしてくださいませんか。  (申し込み不要 
・雨天中止) 

・日 時  ３月２日㊐ （12～２月はお休みです）午前10時～12時 

・集合場所 観賞植物園入り口 午前10時 

・自家用車をご利用の場合は、博物館までお電話でお問い合わせください。 
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 年末年始のお知らせ 
年末は 27 日まで 

年始は ３日より 

開館いたします。 

http://www.city.ichikawa.chiba.jp/shisetu

	
	◆長田谷津より


